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こL')検査が極めて有効であった症例についても報告する.

121進行胃癌における術中 ダダウぺ窟洗浄細胞

診の臨床的意義と必要性
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し目的l洗浄細胞診n臨床的意弟上 術中 CDDPLET)

こ対象11991年末までの1̀年間に手術を施行した S(+)

(り進行胃癌瀬5例【丸 洗浄細胞診施行例は2引例である,

classⅣ V を陽性上した.

L結果〕(戸洗浄繍胞診の陽性率く･よこ23.206(59例)で,

全て S2(271561,S3(32/76)瑚Ii-I例であ･･-､た.しきl洗

浄細胞診のP診断に町オーるこ.1ccllmCYH二i.～)9/ふ,StXX:ificity

92.39･O.sensiti＼,itv62.590/で､陽性率くまP(.)7.丁oo,

で細胞診陽性の13例では,9例に順膜再発を確認し500.

短か一･､た (r'-0.026).耳1I-Jら+)津たく:亡細胞診陽性

例の5()Oofi二存期間は.有意差はたいが術中 CI二)I_)I)iptニ

<Lt',未分化型で延長 Lた.

肉眼診断に加:l･/-(:,洗浄細胞診を施行する意義が認ふT)∴

I.iた.2. I)い ~)症例で も細胞診陽性例は P (+)]二

して扱 一㌔べ きである.
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目的 二近年,臨床間装置でも牛f恒r)特定簡域か!､_'生化

学1首輪を無侵襲約に得るこしミニができる九七榔-Le'LiCRくさonance

SpectroscopyLMRS)が可能UTL--/､た.今回我 々は部

分てんかんLT)症例で lf+-MRSを検討したL')で報告する.

症例 :16才の男性.6才時古手LJ)葦えがあ;),てんか

人上診断された.7才時に全身軽挙発作が出現.8才時,

軽い右蘇峰と頭部 CT で左脳半球L')萎縮を認めたが.

頚動脈造影･脳シン+･'-rミノ酸は,i-仁常.そL7)後内服治

療でも､時 右々.~下肢に始まり全般化する寝撃発作を認め

た.

程度の spike& wave を認れ CT では前頭葉優位iこ

左大脳 半球の萎縮 を認めた.MliI･T2強調画像にて左

側脳室LT)前 ･後方と半卵円中心に軽度(.･')高信号域を認め

た.1113l･･･････lMP一･-SPtミCT では.左大脳半球全体に血流L/')

方法 :MR 装肝は Sit?nl(汀lS1.5T で,llt.-Ltdcoilを

た.TE は 27〔)msee.加算は 256回で.両側前頭頂鷺

半分に減少 し.乳酸 ･脂肪n peakか認めiL-わた.

考察 :NAA は Neuron iこ特興的に含IL変,ナ1三,た入1そ

に関 して過去tl')報告で --一定LTl見解はない.部分てj1.,か/'1.

症例L;り PI;rr および SPECT では発作間欠期では脳代

謝 ･血流(71低 †一札 発作中は鞍点部L･')脳血流,幣代謝率

し'うん進 が報告 されている.我 々の

動物実験で 私発作中の糖代謝克進と認 諾R#S&芝警詰

酸の産生が認めている.泰例において SPECT では血

流低下を認めている.奉例において SPECT では血流


